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フード&メディ
カルイノベー
ション国際拠点
（仮称）

国立大学
法人北海
道大学

北海道公立大学法人札幌医科
大学、日東電工株式会社、株
式会社島津製作所、和光純薬
工業株式会社、バイオセン
サー株式会社、ウシオ電機株
式会社、森永乳業株式会社、
株式会社アミノアップ化学、
日生バイオ株式会社、株式会
社ライフ・サイエンス研究
所、株式会社ADEKA、株式会
社ジェイマックシステム、株
式会社シーエスアイ、株式会
社日立製作所、北海道、公益
財団法人北海道科学技術総合
振興センター、一般社団法人
北海道食産業総合振興機構

ゆるぎない健康な生活を、拠点として「病院から家庭へ」および手
段として「医療・薬から食」によって獲得するパラダイムシフトを
起こす。北大で培った食や創薬・医療等に関する先端的な成果をも
とに食、情報・機器、創薬・医療関連企業群や海外研究機関ととも
に関連事業の創出を行う。連動して、地方自治体、食生産拠点や薬
局・医療機関を情報ネットワークでつなぎ、「健康創造拠点として
の家庭」を可能とする地域システムを創出する。

東北大学 レジ
リエント社会構
築 イノベー
ションセンター

国立大学
法人東北
大学、独
立行政法
人国立高
等専門学
校機構
仙台高等
専門学校

株式会社東芝、株式会社倉元
製作所、匠ソリューションズ
株式会社、宮城県、仙台市

現代社会には(1)超高齢化、(2)大規模災害、その他多くの不確定要
素、課題が顕在化している。この状況に適応し得るレジリエンスを
備えた、安心安全で活力ある成熟社会を実現していくために、その
基盤として、様々なリスクをいち早く検知して適切な対応を促すス
マートな社会システムを構築すべく、東北大学の総力を結集し、地
域や産業界との連携により必要な研究開発課題について取り組み、
イノベーションの創出を図る。

フロンティア有
機システムイノ
ベーションセン
ター

国立大学
法人山形
大学

大日本印刷株式会社、積水ハ
ウス株式会社、日立化成株式
会社、ＮＥＣライテイング株
式会社、株式会社タカハタ電
子、ソニーストレージメデイ
ア・アンド・デバイス株式会
社、Lumiotec株式会社

高分子成形加工及び有機エレクトロニクスで基礎研究から産業化ま
でを先導してきた世界屈指の推進力を基に、自立ヘルスケアを実現
するオーガニックセンシングシステムと柔らかく人と物と情報を繋
げるオーガニックアンビエントシステムの構築を目標に、フロン
ティア有機システムの融合・基盤研究から事業化までの拠点を形成
する。フロンティア有機システムで人・物・情報を繋げることで剛
構造社会から柔構造社会の実現を目指す。

高細精医療イノ
ベーション拠点
（仮称）

国立大学
法人筑波
大学、学
校法人慶
應義塾

株式会社島津製作所、富士通
株式会社、川澄化学工業株式
会社、株式会社リプロセル、
コニカミノルタテクノロジー
センター株式会社、アステラ
ス製薬株式会社、エーザイ株
式会社、株式会社理研ジェネ
シス、味の素株式会社、株式
会社つくばウエルネスリサー
チ、茨城県厚生農業協同組合
連合会、株式会社生体分子計
測研究所、日本製粉株式会社

慶應義塾大学・筑波大学が有する医療ネットワークと計算科学・情
報通信技術等を利用して、生命医科学情報の統合・共有化と活用を
可能とする拠点を形成し、地域産業の活性化を目指す。医療連携情
報の２次利用、超早期診断医療技術、医療画像インフォマティク
ス、医療創薬加速システムの開発を行い、メディカルフィールドイ
ノベーションを進め、産官学連携による高細精医療を実現し、グ
ローバルな競争力を有する新規医療産業を興す。
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快適・健康長寿
社会を実現する
ためのライフ・
エネルギー分子
技術イノベー
ション拠点

国立大学
法人東京
大学

国立大学法人東京医科歯科大
学、三菱化学株式会社、三井
化学株式会社、ノバルティス
ファーマ株式会社、第一三共
株式会社、エーザイ株式会
社、昭和電工株式会社、日本
ゼオン株式会社、日産化学工
業株式会社、日本電子株式会
社、ペプチドリーム株式会
社、東海光学株式会社、日光
ケミカルズ株式会社、日揮触
媒化成株式会社、東芝メディ
カルシステムズ株式会社、三
菱化学メディエンス株式会
社、東京理化器械株式会社

資源枯渇の悪影響を最小限に留め、人々が持てる能力を最大限に発
揮できる快適・健康長寿社会が希求され、負担少なく誰の手にも入
るエネルギー・資源や予防医療が必要となる。「分子技術の革新」
がニーズに応える決め手である。人と情報の世界的集積点である東
京に立地する大学と企業の研究ポテンシャルを拠点に集積して、有
機太陽電池、新薬、低侵襲医療などの革新的なエネルギー・資源産
業や医療システムを生み出し、輸出する。

東京藝術大学
共感覚イノベー
ションセンター

国立大学
法人東京
藝術大学

株式会社ＪＶＣケンウッド

美術・音楽・映像を専門として第一線で活躍してきた大学と企業
（東京芸術大学と㈱JVC ケンウッド）が産学連携で運営する国内初
の事業拠点である。臨界点に向かおうとするデジタル技術と人類の
培ってきた文化の粋である芸術の高次元で重層的なハイブリッドに
よって、奇抜でありながら夢のある高品質な文化コンテンツを世界
市場に提供するとともに、先進国と発展途上国との文化共有を図
り、文化インフラの世界基準を目指す。

世界の水を守る
エコ・ナノカー
ボン研究拠点
(仮称)

国立大学
法人信州
大学

東レ株式会社、昭和電工株式
会社、長野県

世界人口増加に伴い、生活･生産活動による水の汚染が急速に拡大
している。この問題に対して、当提案では、信州大学、東レ、昭和
電工が得意とする炭素材料･繊維材料の研究開発成果と、長野県を
はじめとする我が国のモノづくり技術を駆使して、革新的ナノカー
ボン膜による高効率水再生処理手法の確立、耐久性に優れかつ軽
量･高強度な構造材の創製、これらを用いた安心･安全な水自律循環
システムの構築を実現する拠点を形成する。

（仮称）はまま
つ光研究拠点

国立大学
法人静岡
大学、国
立大学法
人浜松医
科大学、
光産業創
成大学院
大学

浜松ホトニクス株式会社

様々な場所での多様な生活を営むための持続的社会システムの実現
を目指し、光の波長・位相・強度について時空を超えて自由に操る
革新的研究を課題とする。光の可能性を拡大してきた浜松地域の独
創的資源によって、自然界の未知現象の解明手段を実現してきた。
光技術のパラダイムシフトを誘起し、時空を超えて人同士が互いに
かかわる生活、何時までも若く安心して有意義な生活を送る事がで
きる社会を実現する。

名古屋大学モビ
リティ・イノ
ベーション・コ
ンプレックス拠
点

国立大学
法人名古
屋大学

トヨタ自動車株式会社、愛知
県、豊田市

少子高齢化に際して、人々は、ふれあいの中で活力ある生活を実現
する「小さな社会・大きなつながり」を求めている。東海エリアは
自動車産業の世界的集積地であり、名古屋大学はこの研究領域を牽
引し、愛知県・豊田市は産学連携を下支える体制を整えてきた。本
拠点は、世界を先導する「ものづくり技術」を駆使し、情報とモビ
リティが統合された革新的移動体「コミュニケーター」を創出し、
人のコミュニケーションのあり方を変革する。

安寧でレジリエ
ントなチャレン
ジ社会を目指す
産学公連携国際
拠点

国立大学
法人京都
大学

国立大学法人京都工芸繊維大
学、ローム株式会社、株式会
社堀場製作所、パナソニック
株式会社、ダイキン工業株式
会社、船井電機株式会社、株
式会社エヌ・ティ・ティ・
データ経営研究所、アークレ
イ株式会社、三菱重工業株式
会社、キヤノン株式会社、積
水ハウス株式会社、株式会社
国際電気通信基礎技術研究
所、京都府、京都市

本拠点では、人生を通じてチャレンジできる安寧でレジリエントな
社会を実現するため、エネルギーと健康・医療の新たな技術を元
に、社会構造と産業・健康・医療分野にイノベーションをもたらす
ことを目的とする。そのため、ユニークで技術力があり、起業家精
神に富む京都企業を中心に国内外の大学・研究機関が開発研究と技
術移転空間を共有し、分野を超えて垂直連携・融合できる拠点を形
成する。開発成果は順次、関西イノベーション国際戦略総合特区を
利用して実証実験及びフィールド実験を行い、その成果を社会に展
開する。
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多様性の持続的
発展を支える共
進化社会システ
ム研究開発拠点

国立大学
法人九州
大学

株式会社日立製作所、みずほ
情報総研株式会社、平田機工
株式会社、財団法人福岡県産
業・科学技術振興財団、財団
法人九州先端科学技術研究所

生活様式や文化・価値観の多様性を維持しながら発展する持続的社
会の実現は、人類共通の課題である。本提案は九州大学の最先端研
究と福岡地域の国際化・高齢化に対応するアジアの拠点都市構想を
統合し、多様なニーズに対し共進化（共生・進化）する社会システ
ムの実現を目指す。国内外の最先端研究機関・企業とも連携し、ヒ
ト・モノ、エネルギー、情報の柔軟なモビリティを包括的に実現す
る社会システムの研究開発拠点を整備する。

地球を守るアー
ス・クリーナー
市場を創出する
新産業連携拠点

大学共同
利用法人
高エネル
ギー加速
器研究機
構

三菱重工業株式会社、株式会
社日立製作所、株式会社東
芝、三菱電機株式会社、京セ
ラ株式会社

地球を人類の永久の生存圏と可能ならしめるには、「地球汚染」
「地球温暖化」「エネルギー不足」「自然資源枯渇」の問題克服が
必須である。ここに、「新エネルギー輸送・変換」や「発電と河
川・大気浄化の融合」などの「地球を浄化する」ニーズが生まれ
る。本拠点では、超伝導加速器技術と量子ビーム技術を用いて、
「地球を浄化する」技術とその事業化、市場拡大を促進し、「永久
生存圏：地球を守る」課題に挑戦する。

ネットワーク社
会における安
全、安心、快適
な生活を低コス
トで実現する
「スマート・ラ
イフサポート・
イノベーション
拠点」

学校法人
早稲田大
学

株式会社東芝、トヨタ自動車
株式会社、プライムアースEV
エナジー株式会社、株式会社
日立ハイテクノロジーズ、日
産自動車株式会社、富士通株
式会社、株式会社理研ジェネ
シス、株式会社島精機製作所

安心、安全、快適なネットワーク社会と新産業創生拠点を目指す。
革新蓄電エネルギー技術拠点と省電力高速コンピューティング技術
拠点の統合・整備を産学で進め、①蓄電エネルギーシステムの高性
能化（高信頼性、大容量化）、②超省電力高速デバイスの開発をま
ず組織化する。さらにその融合による③蓄電エネルギー利用デバイ
スを用いたスマート・ライフサポートのビジネス開発拠点を構築
し、併せて実用化を担う人材を育成する。

次世代複合材料
研究開発セン
ター（仮称）

学校法人
金沢工業
大学

国立大学法人金沢大学、国立
大学法人北陸先端科学技術大
学院大学、東レ株式会社、コ
マツ産機株式会社、大和ハウ
ス工業株式会社、石川県、財
団法人石川県産業創出支援機
構

環境、エネルギー、社会インフラの老朽化など、今日の課題が深刻
化する恐れがあり、「将来の社会ニーズ」として「地球に優しく、
人にもっと優しい社会」の確立が求められている。その実現のため
の解の一つが、様々な用途へ適用可能な、「環境性能に優れ、高機
能かつ低コストで適用範囲の広い新素材」である「次世代複合材
料」を供給することであり、地域内外の産学官の組織が分野・組織
横断的に取り組むことで目標を達成する。

ものづくりによ
るナノ医療イノ
ベーション研究
拠点

公益財団
法人川崎
市産業振
興財団

国立大学法人東京大学、国立
大学法人東京工業大学、学校
法人東京女子医科大学、独立
行政法人国立がん研究セン
ター、公益財団法人実験動物
中央研究所、富士フイルム株
式会社、株式会社ニコン、ナ
ノキャリア株式会社、神奈川
県、川崎市

 グローバルに進行する高齢化の中、限りある医療資源で多様化・
拡大する世界の医療ニーズに対応するには、高付加価値でかつ多様
な場でのアクセスが可能な均質性、経済合理性とを兼備した医療技
術が求められる。本拠点は、この様な均質・高付加価値医療技術の
開発と社会実装に狙いを定め、ナノテクノロジー・材料の医療展開
に関する産学連携研究で高い実績を有する東京大学や富士フイルム
等の提案者を中心に、京浜臨海部のものづくり企業群、川崎市の地
の利を生かした羽田空港のアクセスや特区制度を活用し、世界に飛
躍するナノ医療技術の国際研究ネットワークのハブ構築を通じた経
済的効果を早期かつ確実に実現させる。


